








要約  今まで脳幹における呼吸中枢の発達を検討してきたので、今回新生児から 1歳まで

の乳児 34 齢の SIDS患児の基底核・間脳において、カテコラミン作働性神経の発現を免疫

組織化学的方法を用いて検討した。Tyrosine hydroxylase (TH)陽性細胞・線維は基底核、

線状体黒質・淡蒼球黒質線維に認められ、淡蒼球では新生児期にすでに陽性線維を認め、 2

ヵ月で強陽性が見られ始め、4ヵ月より全例陽性、強陽性線維が認められた。SlDS では、

淡蒼球と線条体では新生児期にすでに軽度陽性に認められたが、2 ヵ月以後も弱陽性のも

が多く、統計学的に有意であった。SIDS では、脳幹のみならず基底核にも、カテコラミ

ン作働性神経の発現低下があり、SIDS発生の素因となっていると考えられた。


